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９月議会一般質問報告

自然災害に対する備え

今回は、働くまち鎌倉に向けた取り組み（①）と、これからの行政運営について（②）の
2点について質問しました。いくつかの答弁をご紹介します。

① 締めくくりの年が近づいている「まちひとしごと創生総合戦略」
　 の計画の総括や、最終年度に向けた資生堂跡地の事業者公募、
　 テレワークの推進、女性の就労支援などについて。

② 9/4 に締結した LINE との取り組みを中心に鎌倉市は今後どのような行政運営を
　目指すのか?

働くまち鎌倉に向け今年度実施する取り組みはなにか?Q
A 11月にハローワークと合同で市内企業の就職面接会を実施する。また、シェアオフィス

２件（補助制度により立地支援）がオープンした。さらに資生堂工場跡地での事業者公募
を行う。

育児、介護、そのほかの様々なライフスタイルに対応できるテレワークを推進してQ

A
もらいたいがその取り組みは?

7月に鎌倉テレワーク・ライフスタイル準備会を開催し、市内企業も多く参加された。
８月にも研究会を開催し、11月のテレワーク月間には鎌倉テレワーク・ライフスタイル
研究会を正式に発足したい。

鎌倉でのテレワーク文化を根付かせるためにもまず市役所自体がテレワークを導入Q

A
すべきと考えるがいかがか?

課長級以上の管理職に今年度中に導入を考えている、３年以内には全職員に導入して
いきたい。（この答弁に対しては育休中職員など、いわゆるリモートワークを希望する
職員もいると考えられ、希望者を募るなどし導入の順序を考えて欲しいと要望。）

女性の就労支援については要望していていた就職応援セミナーを平成 29年度より実施Q

A
いただいているが、これまでの成果や今後の取り組みについてはいかが？

セミナーについては回を重ねるごとに参加人数も増えこれまでに参加した４人が実際
の就職に結びついた。今後は、クラウドソーシングやワークシェアなど、新たな働き方を
テーマとするセミナーが好評であったので、平成30年はこのテーマで３回開催予定。
11月に実施される鎌倉の企業就職面接会で積極的に呼びかけ、マッチングを進めていく。

鎌倉市とＬＩＮＥ株式会社は 9/4 に、包括連携協定を締結した。鎌倉市のこれからのQ

A
行政運営について、どのように考えての締結なのか。

人口減少・社会構造の変化などが進む中、民間の持つ知見や技術を取り入れ、市民サービス
の向上、RPAの推進などに取り組んでいきたい。（以下締結内容）

１. 情報発信の充実強化に関すること
２. 相談事業に関すること
３. 行政サービスの効率化・充実強化及び課題解決に向けた事業に関すること
４. 住民はじめ、鎌倉に関わる人々の利便性向上及び課題解決に向けた事業に関すること
５. 上記１～４の目的を達成するために必要な取組に関すること

今年は日本各地で台風や大雨、地震など激甚災害に指定され大きな被害を出す自然災害が多発
しています。鎌倉でも9/30から10/1にかけて台風24号が接近し、以下の被害が出ました。

「想定外」という言葉はこれからは考えない方が良いのではないでしょうか。常に最大の被害を
想定しながら、家族との連絡方法、緊急避難先の確認など、十分な備えをしていきましょう。

文化財被害２件（円覚寺舎利殿一部破損、光明寺門瓦外れ）
倒木 46件（市内各所）
がけ崩れ・落石（極楽寺、津２件、長谷）
屋根等の飛散 50件（市内各所）
強風による破損等 55件（市内各所）
停電  10/1 AM0:19 頃発生　最大 5200軒

また、鎌倉市では気象情報などの防災情報、安全安心に関する情報を、携帯電話やパソコン等
へ電子メールで配信するサービスを行っています。登録に必要なものはメールアドレスだけで、
氏名や住所の登録は不要です。どうぞ登録下さい！
詳しくは「鎌倉市  防災」で検索をお願いします。 鎌倉市　防災


